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3
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2－1、流通イノベーションが求めるロジスティクス高度化
イノベーション：新製品、新生産方法、新組織、新販路、新調達先

（シュムペーター（1977） 『経済発展の理論』）

ロジスティクス：製品の生産・販売に連動した在庫方法・輸送方法

メ
ー
カ
ー

流通イノベーション

卸
小
売

消
費
者

調達先
広域化

品揃え
拡大

ネット通販
進展

ロジスティクス高度化

幹線輸送
効率化

多頻度
少量輸送

ラストマイル
輸送効率化

＋ ＋

上流 中流 下流



2-2、ロジスティクス高度化が必要な分野（上流）
広域化する調達先 → 幹線輸送効率化ニーズ

国内物流量：2001年をピークとして減少、
（一部はアジアからの輸入が代替 → 海上コンテナの内陸への直送需要）
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東京中央卸売市場の野菜取扱高における東京からの距離帯別シェア

100km以下 101～300km 301～900km 901km超

注１：
100km以下：千葉、埼玉、東京、神奈川
101～300km：福島、茨城、栃木、群馬、

山梨、静岡、長野
900km超：北海道、山口、愛媛、高知、

九州7県
301～900km：上記以外の府県

注2：
沖縄県及び外国からの入荷分を除く

「東京都中央卸売市場年報（農産
物編）」に基づき作成



平均流動ロットの推移(国土交通省(2017a))

スーパー常温食品：平均販売商品数、2006年から2015年で25％増、
商品当たり平均販売数量は10％減

（流通経済研究所（2016）『配送ロットの実態と変化の要因に関する調査研究』）
）

2-2、ロジスティクス高度化が必要な分野（中流）

消費者ニーズの多様化・短命化 → 小売での品揃え拡大 → 多頻度少量輸送



2-2、ロジスティクス高度化が必要な分野（下流）
ネット通販進展＋再配達 → ラストマイル効率化ニーズ

電子商取引市場の推移（経済産業省（2019））



3‐1、生産性＝OUTPUT／INPUT
OUTPUT

物流付加価値
（円）

輸送生産量
（トン・キロ）

INPUT 労働投入
量

（人・時）
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物流の付加価値労働生産性（円／人・時）

＝物流付加価値（円）／労働投入量（人・時）

＝トン当たり運賃収入（円／トン・キロ） × 物的労働生産性（トン・キロ／人・時）

労働生産性を高めるには
１、物的労働生産性向上（省人化）

e.g. 物流機材の大型化、共同配送・貨客混載、無人運転トラック・ドローン
２、物流付加価値創出

e.g. 物流サービス差別化・運賃差異化、荷主の業務効率化
３、流通付加価値創出

e.g.荷主と連携しロジ高度化で流通イノベーションの創出、魅力的な新商品・サービス
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１、前提：流通（商流＋物流）で生み出す
流通付加価値を荷主、物流がシェアリング

（付加価値のゼロサム状況 → 荷主悪玉論）

２、近年の動向：ネット通販の進展により
流通業の付加価値が減少

↓

３、物流付加価値労働生産性を高めるには
３－１、物的生産性向上（省人化）
３－２、物流付加価値創出
３－３、流通付加価値創出
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流通付加価値を荷主、
物流がシェアリング

3‐2、流通付加価値を荷主、物流がシェアリング



ただし、物的労働生産性が向上しても、
需給関係（取引における力関係）で、支払
物流費の削減を求められるケース有。

物的労働生産性向上（省人化）

e.g. 物流機材の大型化、共同配送・貨客混載、無人運転トラック・ドローン
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典型的には消費者が喜んで購買したい
新商品・サービスを提供。

流通付加価値創出

e.g.荷主と連携しロジ高度化で流通イノベーションの創出
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4、物流労働生産性向上のための施策例

上流 中流 下流
物的労働
生産性向上
（省人化）

・トラック自動運転 ・混載輸送 ・宅配ボックス
・自動運行船 ・共同輸送 ・ドローン配送
・中継輸送

・フィジカルインターネット（πコンテナ）

物流付加価値
創出

・輸送・配送サービス差別化・料金差異化
・コンテナトラッキングサービス

・宅配時刻告知メール
・IoTを用いた商品管理

流通付加価値
創出

・延期戦略による顧客ニーズ即応ロジ
・越境ネット通販のための保税区モデル

・宅配による生活支援
・無人コンビニ



トラック自動運転 ＝ 高速道隊列走行 ＋ 一般道自動走行

• 高速道路でのトラック無人隊列走行の2022年以降の商業化。2019年中

に、具体的な走行場所や走行方法を確定し走行計画を整備。あわせて、

インフラ面等の事業環境を検討。

• 2017年度から、道の駅など地域における公道自動走行（遠隔運行によ

るものを含む。）を全国10か所以上で実施。専用空間の要件設定など、

必要な制度整備等を行い、2020年までに社会実装を計画。

https://www.roboneko-yamato.com/

ヤマト＆DeNA
ロボネコヤマト＝
無人自動走行＋
宅配ロッカー



山間地域で共同配送を行う場合に想定される法的規制や技術的課題

日本郵便（株）
貨物自動車
運送事業

自家用
有償運送

根拠法

高
頻
度
軽
量
品

食料品
（生鮮品）

△
保冷車要

○
△

保冷車要
－

日用品 ○ ○ ○ －

医薬品
（処方薬）

△
薬剤師による対面での

服薬指導等要

△
薬剤師による対面での

服薬指導等要

△
薬剤師による対面での

服薬指導等要

薬剤師法

信書
○

ユニバーサル
サービス提供※1

△
厳格な参入条件

△
厳格な参入条件 信書便法

新聞 ○ ○ ○ －

低
頻
度
重
量
品

プロパン
ガス

×
危険物混載不可※1,※2

×
危険物混載不可※2

△
設置・点検要

液化石油
ガス法

灯油 ×
危険物混載不可※1,※2

×
危険物混載不可※2

△
容量制限有

消防法

○：配送可能 △：技術的課題あり ×：法的規制あり

※1：郵便法 ※2：標準宅配便運送約款 14出典：建設技術研究所、海老原寛人氏

混載輸送？
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ドローン配送 ベンキャー企業：ANTWORK

COOは1980年代生まれ
社員は1990年代生まれ

ドローンや無人配送車などの開発企業（杭州市）
中国郵政や菜鳥（CAINIAO）等と提携
最大積載重量 7kg、飛行距離 25～30km
累計4 万kmの飛行距離、2017年12月AI制御ド
ローンによる地方部商業配送サービス開始、

2万オーダー以上配達

2018 年 4月から杭州市でドローン実験
大都市内でコーヒーやファストフードの配送
注文と支払いはスマホアプリ、ドローンで配送
ピーク時 10 機以上のドローン同時使用
通常配送と比較し、配送時間と費用が半減
ドローン＋無人ステーション＋無人配送車の
無人配送計画

2019年7月中国初の都市部商業運行許可

ブルーイノベーションが同機体による配送実験



Aroca, J A et al(2018) Analogies across Hubs and Routers in the Physical
and Digital Internet, Proceedings of the 5th International Physical Internet

LogiPipe
proposed by Sparber, D et al (2013)

π container

フィジカル
インターネット
構想

荷物をπコンテナ
を用いて最適なル
ートで配送

c.f. 論文はPhysical Internet 学会から
日経ビジネス9月16日号『フィジカルインターネット』
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中国向け越境ネット通販の保税区モデル

出所： 宮武等（2018）

＋ 日本サイト
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スマホで
洋服を発注

洋服代の
支払い

宅配洋服を供給

検索、利用歴
から好みの服
をAIで解析し
て提案

月決め利用代金
（7,500円/月）

洋服の発注、
利用者の嗜好
などデータ
提供も

衣二三

出展：2019年9月3日 日本経済新聞朝刊008ページ

衣二三による定額制（サブスク）洋服レンタルサービス
（宅配による生活支援）



Gojek社はライドシェアから、生活支援サービスへ

配送用バックは、Gojek社よりドライ
バーに支給（断熱や保冷剤の使用は

なし）（GO SEND）

出所:各社公開資料に基づき作成 *1 注：D&B Hooversデータに基づく *2 2019年報道記事に基づく

Gojek社
概要

 【設立】インドネシアにおけるオートバイのライドシェアサービスを手掛ける会社として、2010年に設立
 【展開地域】インドネシアの他、シンガポール、ベトナム、タイにも展開
 【規模】売上高：3.2M（USD）*1 利用者：アプリが5,000万DLを突破*2

 【提供サービス形態】“GO”ブランドの下で、ライドシェア、宅配、決裁、暮らし等、多様な分野でサービスを展開
配送サービスとして、“GO SEND”（宅配）、“GO BOX”（宅配）、 ”GO FOOD”（食品）、“GO MED”（医薬品）を提供
 ローカルの店舗から個人への配送を対象

バイクによる宅配 車両による宅配

インドネシアの40万店以上の
レストランと提携、料理を宅
配（GO FOOD）

近隣の薬局より、1時間以内に
薬を宅配（GO MED）

顧客は、荷物の大きさにより、アプリ上で
4種類の配送車を選択可能

顧客は、アプリ上で、積込み
スタッフや保険の追加が可能

提供
サービス



ンビニ
無人コンビニ（京東グループ）

顔認証で
アカウント
作成

動作解析（カメラ）と棚
重量計で購買商品特定

WeChatペイで
支払い完了



５、まとめ
（1）社会的要請：物流付加価値労働生産性の向上
（２）「流通イノベーション」と「ロジ高度化」の間に相互作

用存在
（３）経済のグローバル化・デジタル化により、サプライ

チェーンの上・中・下流にさらなる変革が必要
（４）流通付加価値を荷主・物流業者がシェアリング
（５）物流の付加価値生産性を向上させる3つの施策

「物的労働生産性向上（省人化）」「物流付加価値創出」
「流通付加価値創出」

（６）期待したい施策例
自動運転、混載輸送、サービス差別化、生活支援
サービスへの拡張など

（７）荷主と連携した流通イノベーションの創出が重要
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